
指
定
避
難
所
で
の
３
密

を
避
け
る
方
法

多
田

市
は
５
月
22

日
に

『災
害
時
の
避
難
に
お
け
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
方
針
』
を
示
し
、
指

定
避
難
所
の
３
密
回
避
の
た

め
、

一
般
世
帯
を
臨
時
の
避

難
所
と
す
る

『地
区
避
難
所
』

を
設
け
る
と
し
た
。
地
域
と

の
協
議
や
家
屋
の
選
定
、
物

資
配
備
は
進
ん
で
い
る
か
。

総
務
課
長

昨
年
か
ら
運
用

し
て
い
る
桜
江
町
川
越
で
は

13
カ
所
を
認
定
。
分
散
避
難

の
た
め
川
越
以
外

へ
も
説
明

し
、
普
及
を
図
っ
て
い
る
。

多
田

梅
雨
や
台
風
シ
ー
ズ

ン
を
前
に
、
整
備
は
間
に
合

う
の
か
。

総
務
課
長

20
の
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
う
ち
、
17
組
織
に

説
明
し
た
。
地
区
避
難
所
は

す
べ
て
の
地
域
に
必
要
な
も

の
で
は
な
い
の
で
、
各
地
域

の
自
主
防
災
組
織

へ
具
体
的

な
説
明
会
を
行
う
。

◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇

一
般
質
問
に
先
立
つ
13

・

14
日
に
、
市
内

へ
大
雨
警
報

が
発
令
さ
れ
ま
し
た
。
早
急

な
対
応
が
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。

車
中
泊
は
安
全
か
？

多
田

『方
針
』
で
は
、
３

密
対
策
と
し
て
車
中
泊
も
挙

げ
て
い
る
。
し
か
し
、
西
日

本
豪
雨
で
は
、
避
難
時
の
車

中
死
が
問
題
と
な

っ
た
。

「避
難
し
て
も
車
中
泊
に
な

る
」
と
な
れ
ば
、
危
険
を
押

し
て
車
で
の
避
難
を
強
行
す

る
可
能
性
も
あ
る
。
ま
た
、

エ
コ
ノ
ミ
ー
ク
ラ
ス
症
候
群

も
心
配
さ
れ
る
。
危
険
性
を

ど
う
考
え
る
か
。

総
務
課
長

分
散
避
難
の
選

択
肢
と
し
て
検
討
し
て
い
た

だ
き
た
い
が
、
避
難
先
や
避

難
経
路
が
安
全
で
あ
る
こ
と

や
、
エ
コ
ノ
ミ
ー
ク
ラ
ス
症

候
群
を
防
ぐ
た
め
の
定
期
的

な
運
動
な
ど
に
留
意
す
る
こ

と
と
あ
わ
せ
、
周
知
し
た
い
。

◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇

市
民
に

「市
の
情
報
提
供

が
不
十
分
」
と
言
わ
れ
る
な

か
ど
う
周
知
す
る
か
。
命
に

か
か
わ
る
問
題
と
し
て
、
真

剣
な
対
応
を
求
め
ま
し
た
。

指
定
避
難
所
で
の
対
策

多
田

『方
針
』
で
は
、
指

定
避
難
所
で
の
感
染
対
策
に
、

入
り
口
で
の
症
状
の
確
認
、

個
室
で
の
隔
離
、
動
線
の
分

離
、
避
難
し
た
１
世
帯
ご
と

に
２
ｍ
の
間
隔
確
保
、
手
洗

い
・
う
が
い
・
マ
ス
ク
着
用

の
義
務
付
け
、
定
期
的
な
換

気

・
消
毒
の
実
施
な
ど
を
挙

げ
て
い
る
。
具
体
的
に
指
示
・

指
導
し
、
実
施
が
可
能
な
状

況
と
な
っ
て
い
る
か
。

総
務
課
長

避
難
所

へ
配
置

す
る
市
職
員
の
災
害
対
策
地

区
班
に
は
、
消
毒
液

・
マ
ス

ク
な
ど
を
配
備
。
避
難
者
受

け
入
れ
時
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

配
布
し
、
説
明
会
を
行
っ
て

い
る
。
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

に
も

『方
針
』
を
説
明
し
、

感
染
防
止
の
パ
ー
テ
ー
シ
ョ

ン

（仕
切
り
）
を
配
備
し
た
。

地
区
班
が
配
置
さ
れ
な
い
避

難
所
に
つ
い
て
は
、
地
域
と

運
営
方
法
を
協
議
し
て
い
る
。

多
田

地
域
に
よ
っ
て
は
、

自
主
防
災
組
織
が
機
能
し
て

い
な
い
。
協
議
だ
け
で
な
く
、

訓
練
が
必
要
で
は
な
い
か
。

総
務
課
長

地
域
に
よ
っ
て

濃
淡
が
あ
る
の
で
、

一
緒
に

な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

全
住
民
避
難
は
想
定
外
？

多
田

『方
針
』
に
は
、
間

隔
確
保
の
資
材
に

つ
い
て

「備
蓄
が
十
分
で
な
い
た
め
、

整
備
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
」

と
あ
る
。
全
住
民

へ
の
避
難

指
示
が
出
た
場
合
、
十
分
な

も
の
と
な
っ
て
い
る
か
。

総
務
課
長

全
員
と
い
う
想

定
は
し
て
い
な
い
が
、
備
蓄

品
は
配
備
し
て
い
る
。

多
田

西
日
本
豪
雨
災
害
の

際
は
、
地
域
の
全
住
民

へ
避

難
指
示
が
出
た
。
想
定
が
全

員
避
難
で
な
く
て
よ
い
の
か
。

総
務
課
長

地
域
の
避
難
所

や
自
宅
２
階
へ
の
垂
直
避
難

・

車
中
泊
な
ど
も
あ
る
。
市
内

東

・
中

・
西
で
備
蓄
を
整
え

て
い
る
。

多
田

６
月
議
会

へ
提
案
さ

れ
た
補
正
予
算
案
に
は
、
備

蓄

へ
の
計
上
が
な
い
。
全
住

民
が
３
密
を
避
け
て
避
難
で

き
る
予
算
計
上
を
求
め
る
。

総
務
課
長

予
算
が
不
足
す

れ
ば
、
議
会

へ
提
案
す
る
。

◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇

全
住
民
避
難
を
想
定
し
て

い
な
い
な
ら
、
現
状
の
備
蓄

で
は
足
り
ま
せ
ん
。
想
定
を

改
め
、
早
期
に
予
算
措
置
し

な
け
れ
ば
、
市
民
の
安
全
を

守
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

避
難
場
所
の
確
保
を

多
田

災
害
時
に
は
、
避
難

所
と
し
て
学
校
な
ど
の
公
共

施
設
も
開
放
さ
れ
る
が
、
全

住
民
が
避
難
し
た
場
合
、
２

ｍ
の
間
隔
確
保
は
困
難
。
大

型
の
施
設

・
建
屋
を
有
す
る

事
業
所

・
法
人

・
団
体
な
ど

と
協
定
を
結
び
、
避
難
者
受

け
入
れ
の
枠
組
み
を
つ
く
れ

な
い
か
。

総
務
課
長

要
配
慮
者
の
避

難
先
と
な
る
福
祉
避
難
所
と

し
て
19
の
介
護
施
設
な
ど
と

協
定
を
結
ん
で
い
る
。
地
域

か
ら
要
望
が
あ
れ
ば
、
事
業

所
の
作
業
場

・
倉
庫
な
ど
の

避
難
所
と
し
て
の
指
定

・
認

定
を
検
討
し
た
い
。

多
田

避
難
所
の
国
際
的
な

最
低
基
準

『
ス
フ
ィ
ア
』
に

基
づ
い
た
対
応
を
。

総
務
課
長

内
閣
府
が

『
避

難
所
運
営
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
』

で
取
り
上
げ
て
お
り
、
避
難

所
運
営
の
参
考
と
し
て
検
討

し
て
い
き
た
い
。
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森川よしひで
０９０‐７３７９‐１５５４

多 田 伸 治
０９０‐６０１４‐２２５９

悩み・困りごと

ご相談ください

19
日
、
江
津
市
議
会
の

一
般
質
問
で
、
日
本
共
産

党
江
津
市
議
団
の
多
田
伸
治
市
議
が

「
コ
ロ
ナ
禍
の

下
で
の
災
害
対
応
」
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。

梅
雨
や
台
風
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え

避
難
所
で
の
３
密
対
策
は
十
分
か

多田伸治市議

スフィアとは？
難民や被災者に対する人道

支援の最低限度を示す国際基

準です。内閣府が作成した

『避難所運営ガイドライン』

でも、参考として取り上げら

れています。

例えば、スフィアハンドブッ

ク２０１８年版では、避難所

について「一人あたり最低３.

５㎡の居住スペース」「内部

天井高の最高点が少なくとも

２ｍ」といった基準や、プラ

イバシーの保護・女性の衛生・

ジェンダー・障がい・子育て・

介護への配慮の必要性が明記

されています。



も
れ
の
な
い
給
付
を

森
川

日
本
共
産
党
は

「
コ
ロ

ナ
禍
で
の
、
自
粛
と
補
償
は
セ
ッ

ト
で
」
と
言
い
続
け
て
き
た
が
、

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
自
粛
し
た

事
業
者
の
要
望
に
応
え
、
山
下

市
長
を
は
じ
め
と
す
る
市
職
員

の
努
力
に
よ
っ
て
、
江
津
市
で

は
島
根
県
内
で
も
先
進
的
な

『
江
津
市
中
小
企
業
等
持
続
化

応
援
金
給
付
事
業
』
が
実
施
さ

れ
、
最
大
で
20
万
円
が
給
付
さ

れ
る
。
市
内
の
申
請
窓
口
で
受

け
付
け
ら
れ
た
ら
、
給
付
金
が

受
け
取
れ
る
の
か
。

商
工
観
光
課
長

江
津
商
工
会

議
所

・
桜
江
町
商
工
会

・
江
津

民
主
商
工
会
の
３
つ
が
窓
口
で
、

添
付
書
類
な
ど
の
審
査
を
江
津

商
工
会
議
所
と
桜
江
町
商
工
会

が
行
い
、
商
工
観
光
課
が
確
認

し
、
交
付
決
定
通
知
で
給
付
決

定
を
報
せ
る
。

森
川

商
工
観
光
課
の
役
割
は
。

商
工
観
光
課
長

こ
の
制
度
を

策
定
す
る
中
で
、
各
機
関
と
情

報
交
換
し
て
協
議
の
下
で
進
め

て
き
た
。
不
適
切
な
申
請
が
な

い
か
審
査
を
行
う
。

森
川

６
月
11
日
か
ら
９
月
30

日
が
申
請
期
間
と
な
っ
て
い
る

理
由
は
。

商
工
観
光
課
長

こ
の
制
度
は
、

コ
ロ
ナ
禍
で
の
影
響
減
少
を
図

る
も
の
で
、
売
上
減
少
を
20
％

以
上
と
設
定
し
て
お
り
、
短
期

集
中
で
給
付
す
る
た
め
。

森
川

国
の
持
続
化
給
付
金
は
、

申
請
期
間
が
２
０
２
１
年
１
月

15
日
と
な
っ
て
い
る
。
同
じ
よ

う
に
で
き
な
い
か
。

商
工
観
光
課
長

制
度
の
創
設

に
あ
た
っ
て
様
々
な
意
見
を
聴

き
、
幅
広
く
多
く
の
事
業
者

へ

早
急
に
支
給
す
る
こ
と
を
基
本

に
制
度
設
計
し
た
。

森
川

中
小
企
業
等
持
続
化
応

援
給
付
金
は
所
得
と
し
て
扱
わ

れ
る
の
か
。

商
工
観
光
課
長

給
付
金
は
課

税
対
象
に
は
な
ら
な
い
。

森
川

国
の
持
続
化
給
付
金
が

あ
る
が
、
そ
の
受
給
者
が
応
援

金
を
申
請
し
た
場
合
、
事
務
手

続
き
は
簡
素
化
さ
れ
る
か
。

商
工
観
光
課
長

全
て
簡
素
化

は
で
き
な
い
が
、
確
定
申
告
書

の
写
し
、
売
上
の
資
料
に
つ
い

て
は

一
部
簡
素
化
し
て
い
る
。

さ
ら
な
る
支
援
を

森
川

今
後
の
状
況
次
第
だ
が
、

応
援
金
の
上
乗
せ
を
。

商
工
観
光
課
長

市
内
事
業
者

の
状
況
を
注
視
し
、
支
援
策
に

つ
い
て
検
討
す
る
。

森
川

支
援
制
度
に
つ
い
て
、

全
て
の
業
者

へ
案
内
す
る
手
立

て
を
。

商
工
観
光
課
長

江
津
商
工
会

議
所

・
桜
江
町
商
工
会

・
江
津

民
主
商
工
会
の
会
員
は
も
と
よ

り
、
新
聞
折
込
や
市
広
報

・
防

災
無
線
な
ど
を
通
じ
て
周
知
を

図
っ
て
い
く
。

森
川

今
後
の
た
め
に
、
応
援

金
給
付
事
業
基
金
の
創
設
を
。

財
政
課
長

新
た
な
基
金
の
創

設
は
考
え
て
い
な
い
。

森
川

財
源
と
し
て
財
政
調
整

基
金
を
活
用
で
き
な
い
か
。

財
政
課
長

経
済
事
情
の
変
動

な
ど
で
財
源
不
足
と
な
っ
た
場

合
、
不
足
分
を
埋
め
る
財
源
に

活
用
す
る
こ
と
は
で
き
る
。

森
川

財
源
と
し
て

『
元
気

・

勇
気

・
感
動

・
ご
う
つ
ふ
る
さ

と
基
金
』
の
活
用
を
。

財
政
課
長

ふ
る
さ
と
の
人
々

が
、
い
き
い
き
と
く
ら
し
続
け

て
る
た
め
の
事
業
に
該
当
す
る

の
で
活
用
で
き
る
。

森
川

応
援
金
の
給
付
に
よ
る

市
財
政

へ
の
影
響
は
。

財
政
課
長

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
に
関
わ
る
予

算
を
最
優
先
と
し
、
持
続
可
能

な
財
政
運
営
を
図
っ
て
い
る
。

森
川

応
援
金
が
な
に
を
財
源

と
し
て
い
る
の
か
、
市
民
に
説

明
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
。

財
政
課
長

財
源
と
し
て
は
、

国
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時

交
付
金
９
３
９
７
万
９
０
０
０

円
と
市
の
地
域
振
興
基
金

（市

の
貯
金
）
４
６
０
２
万
１
０
０

０
円
を
充
て
た
。

◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇

応
援
金
の
予
算
は
７
０
０
件

分
計
上
さ
れ
、
す
で
に
申
請
件

数
は
１
６
０
件
を
超
え
て
い
ま

す
。
短
期
集
中
で
の
給
付
を
求

め
ま
し
た
。

教
員
が
消
毒
作
業
で
残
業

森
川

再
開
し
た
小
中
学
校
で

は
感
染
予
防
の
た
め
、
教
職
員

の
仕
事
と
し
て
教
室
な
ど
の
消

毒
作
業
が
加
わ
っ
た
。
現
場
は

３
密
回
避
と
遅
れ
た
授
業
を
取

り
戻
す
た
め
に
多
忙
と
な
っ
て

お
り
、
負
担
軽
減
が
必
要
。
教

育
委
員
会
と
し
て
、
各
学
校

へ

具
体
的
指
示
を
出
し
て
い
る
か
。

学
校
教
育
課
長

校
長
会
を
中

心
に
安
心

・
安
全
な
学
校
づ
く

り
を
進
め
る
よ
う
、
手
洗
い
・

咳
エ
チ
ケ
ッ
ト

・
換
気
な
ど
の

徹
底
、
各
教
科
で
感
染
症
対
策

を
示
し
、
学
校
再
開
の
た
め
の

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
徹
底
す
る
よ
う

お
願
い
し
て
い
る
。

森
川

教
室
な
ど
の

消
毒
作
業
の
状
況
を

把
握
し
て
い
る
か
。

学
校
教
育
課
長

校

長
会

・
教
頭
会

・
事
務
部
会

・

養
護
部
会

・
用
務
員
部
会
な
ど

で
意
見
聴
取
し
て
い
る
ほ
か
、

指
導
主
事
が
学
校
訪
問
の
際
、

意
見

・
要
望
を
聴
い
て
い
る
。

森
川

消
毒
液
な
ど
の
支
援
は

継
続
す
る
の
か
。

学
校
教
育
課
長

学
校
現
場
で

は
、
ド
ア
ノ
ブ

・
手
す
り

・
ス

イ
ッ
チ
な
ど
、
多
く
児
童
生
徒

が
触
る
場
所

・
共
用
の
用
具
が

た
く
さ
ん
あ
り
、
学
校
現
場
で

の
消
毒
作
業
に
影
響
が
出
な
い

よ
う
に
購
入

・
配
布
す
る
。

森
川

１
日
に
何
人
で
何
回
ど

の
よ
う
に
作
業
時
間
し
て
い
る

か
。

学
校
教
育
課
長

１
日
に
１
回

行
っ
て
お
り
、
多
く
の
学
校
で

教
職
員
全
員
で
分
担
し
て
、
５

分
か
ら
30
分
か
け
て
作
業
し
て

い
る
。

森
川

現
場
の
負
担
軽
減
の
た

め
、
消
毒
作
業
を
業
者
委
託
す

る
こ
と
を
求
め
る
。

学
校
教
育
課
長

専
門
業
者

へ

の
委
託
や
、
臨
時
ス
タ
ッ
フ
の

雇
用
な
ど
、
新
た
な
対
策
を
検

討
し
て
い
る
。

◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇

教
員
が
子
ど
も
た
ち
に
向
き

合
え
る
環
境
を
確
保
す
る
た
め
、

負
担
軽
減
は
絶
対
に
必
要
で
す
。
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日
本
共
産
党
江
津
市
議
団
の
森
川
よ
し
ひ
で
市
議
は
、

一
般
質
問
で

「江
津
市
中
小
企
業
等
持
続
化
応
援
金
給
付

事
業
」

「
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
小

・
中
学
校
教
職
員
の
消

毒
作
業
の
負
担
軽
減
」
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。

江
津
市
中
小
企
業
等
持
続
化
応
援
金
給
付
事
業

森
川

コ
ロ
ナ
禍
第
二
波
対
策
の
財
源
に
基
金
の
活
用
を

財
政
課
長

財
政
調
整
基
金

・
ふ
る
さ
と
基
金
の
活
用
は
可
能

小

・
中
学
校
教
職
員
の
消
毒
作
業
負
担
の
軽
減

森
川

教
室
な
ど
の
消
毒
作
業
の
業
者
委
託
で
負
担
軽
減
を

学
校
教
育
課
長

委
託
や
臨
時
ス
タ
ッ
フ
の
雇
用
な
ど
検
討

森川よしひで市議

今
週
は
お
悔
や
み
情
報
の
公
表
を
希
望

さ
れ
な
い
方
の
み
の
た
め
、
本
欄

へ
の
掲

載
は
あ
り
ま
せ
ん
。


